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市長の市政報告
（要約・抜粋）

9月議会

既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ

な
い
第
２
次
行
政
改
革

第
１
次
の
行
政
改
革
の
取
り
組

み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年

度
を
も
っ
て
終
了
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
推
進
計
画
の
５
年

間
の
実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
目

標
効
果
額
を
１
０
億
７，

０
３
４

万
円
上
回
る
３
９
億
９，

１
３
４

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会

に
改
革
の
内
容
に
つ
い
て
諮
問

し
、
９
月
末
に
は
答
申
を
い
た
だ

く
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
第
２
次
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
民
間
活
力
も
取
り
入
れ

な
が
ら
、
既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ

な
い
新
し
い
行
政
経
営
に
向
け

て
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
22
年
度
決
算
に
お

い
て
は
、
景
気
の
低
迷
に
よ
り
市

税
収
入
が
減
少
す
る
中
、
義
務
的

経
費
の
う
ち
人
件
費
や
公
債
費
の

抑
制
が
図
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
財
政
調

整
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
財
政
健
全
化
指
標
に

つ
き
ま
し
て
も
、
実
質
公
債
比
率

は
１
５．

３
％
で
前
年
度
比
１．

３
ポ
イ
ン
ト
、
将
来
負
担
比
率
は

１
３
７．

６
％
で
前
年
度
比
２
４．

２
ポ
イ
ン
ト
と
、
そ
れ
ぞ
れ
減
少

し
、
改
善
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

11
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
実
証
運
転
を
開
始

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
か
ら
の
運

行
を
控
え
、
諸
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

７
月
に
は
、
実
施
主
体
と
な
り

ま
す
法
定
協
議
会
「
甲
州
市
地
域

公
共
交
通
会
議
」
を
設
立
い
た
し

ま
し
た
。

８
月
か
ら
は
区
長
会
の
皆
様
を

は
じ
め
、
関
係
団
体
の
皆
様
に
事

業
内
容
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
９
月
に
は
、
塩
山
地

区
の
各
地
区
に
お
き
ま
し
て
、
住

民
の
皆
様
を
対
象
に
具
体
的
な
説

明
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
よ

り
よ
い
交
通
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

り
、
育
て
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に

む
け
宣
伝
活
動
を
展
開

東
日
本
大
震
災
後
の
観
光
客
入

れ
込
み
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
市

内
の
主
要
施
設
を
対
象
に
行
っ
た

調
査
で
は
、
昨
年
対
比
で
４
月
の

約
71
％
か
ら
、
６
月
は
約
99
％
ま

で
に
回
復
し
て
い
る
も
の
の
、
３

ヶ
月
通
算
で
は
前
年
対
比
約
87
％

で
あ
り
、
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
、
昨
年
並
み
に
回
復
す
る
よ

新
た
な
行
政
経
営
を

目
指
し
た
市
政
推
進

平
成
23
年
甲
州
市
議
会
９
月
定
例
会

は
、
８
月
31
日
か
ら
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
本
会
議
で
は
、
田
辺
市
長
の
市
政

の
概
要
説
明
が
行
わ
れ
、
主
要
事
業
の
進

捗
状
況
の
ほ
か
、
補
正
予
算
な
ど
の
内
容

説
明
を
し
ま
し
た
。

２平成23年10月



う
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
中
、
首
都
圏
エ
リ
ア

の
Ｊ
Ｒ
駅
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な

ど
、
新
た
な
取
り
組
み
も
含
め
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
宣
伝
活
動
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
７
月
・
８
月
に
は
、
市

と
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
と
の
協
働

に
よ
り
、
産
地
な
ら
で
は
の
美
味

し
い
桃
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
、
市
内
６
共
撰
所
に
お
い

て
「
甲
州
市
完
熟
桃
」
試
食
・
食

べ
歩
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
昨
年
に

引
き
続
き
実
施
し
、
県
内
外
の
多

く
の
来
場
者
か
ら
好
評
を
得
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

管
理
運
営
を
早
急
に
検

討
・
道
の
駅
甲
斐
大
和

ま
ほ
ろ
ば
の
里
ふ
る
さ
と
振
興

財
団
か
ら
、
本
年
度
末
を
も
っ
て

「
道
の
駅
甲
斐
大
和
」
他
の
指
定

管
理
業
務
か
ら
撤
退
し
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

同
財
団
は
、
平
成
８
年
に
設
立

さ
れ
、
観
光
交
流
施
設
の
管
理
・

運
営
を
主
な
事
業
と
し
て
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
財
団
法
人
に
関
す

る
制
度
改
正
や
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
、
年
々
厳
し
さ
を
増
す
業

務
実
績
等
か
ら
、
継
続
は
困
難
と

判
断
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
財
団
は
指
定
管
理
業
務

か
ら
撤
退
後
に
解
散
の
方
向
で
あ

り
、
「
道
の
駅
甲
斐
大
和
」
他
の

管
理
・
運
営
に
関
し
ま
し
て
は
、

複
数
の
選
択
肢
に
つ
い
て
検
討
を

急
い
で
お
り
ま
す
。

３ 広報こうしゅう

甲州市とＪＡフルーツ山梨が連携

大阪トップセールス
市とＪＡフルーツ山梨は９月２日、甲州市特産

の「ブドウ」の宣伝活動のため、大阪市中央卸売
市場でトップセールスを行いました。
「甘くて美味しい、全国一の甲州市産ブドウです」
と田辺市長は、取引開始前に集まった市場関係者
に積極的にＰＲを行ったと同時に、試食用のブド
ウを振る舞いました。

特産ブドウを味わった市場関係者は、「産地らし
く味がしっかりしている」との好評から、当日の
取り引きは高価格で行われ、早々にトップセール
スの成果が表れました。

神金地区耕作放棄地解消対策委員会

耕作放棄地を有効活用
市と神金地区の住民で構成する神金地区耕作放

棄地解消対策委員会（岩波学委員長）は９月１７
日、上萩原大久保地区でハイブリッドサンフラワ
ー観賞会を行いました。

会では、耕作放棄地の有効活用を目的に、昨年
から菜の花の種をまくなど事業を展開してきまし
た。満開となったヒマワリ畑は、  市内外から多く
の見物客が訪れ、花を摘むなど楽しいひと時を過
ごしていました。

KOSHUTOPIC

約
５
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
畑
は
新
名

所
と
し
て
多
く
の
方
が
楽
し
ん
だ

特
産
ブ
ド
ウ
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
田
辺
市
長

９月議会　市長の施政方針

道の駅甲斐大和



経
営
的
・
ま
ち
づ
く
り

視
点
か
ら
運
営
を
検
討

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
は
、
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
利
用
者
数
は
減

少
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が

７
月
ま
で
１
３
２，

３
６
６
人
と

前
年
の
約
96
％
ま
で
持
ち
直
し
、

売
上
に
つ
き
ま
し
て
も
、
前
年
の

約
90
％
ま
で
回
復
し
て
き
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

先
般
、
議
員
各
位
に
は
、
管

理
・
運
営
に
関
し
ま
し
て
、
官
民

連
携
手
法
の
あ
り
方
の
説
明
を
申

し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
市
民
の
皆
様
に
情
報

提
供
す
る
中
で
、
経
営
的
視
点
及

び
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
、
将

来
の
望
ま
し
い
管
理
運
営
形
態
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

少
投
資
で
最
も
効
率
あ

る
給
食
セ
ン
タ
ー
統
合

給
食
調
理
場
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
10
箇
所
の
調
理
場
を

一
つ
に
ま
と
め
整
備
を
行
う
こ
と

の
方
針
が
教
育
委
員
会
に
お
い
て

決
定
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
年
齢
統

計
か
ら
は
、
平
成
29
年
度
に
は
児

童
生
徒
数
が
現
在
よ
り
約
７
０
０

人
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

そ
の
後
も
減
少
傾
向
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
い
投
資

で
最
も
効
率
よ
く
統
合
出
来
る
方

法
を
検
討
し
た
結
果
、
耐
震
補
強

整
備
が
行
わ
れ
て
い
な
い
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
と
老
朽
化
し
た
塩
山

地
域
の
第
１
、
第
２
、
第
３
の
各

共
同
調
理
場
を
、
学
校
給
食
衛
生

管
理
基
準
に
沿
っ
た
、
新
た
な
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
統
合
整

備
を
行
い
、
そ
の
後
順
次
、
勝

沼
・
大
和
の
調
理
場
を
統
合
し
て

い
く
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
25
年
に
山
梨
県
内

で
国
民
文
化
祭
を
開
催

「
第
28
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
な

し
２
０
１
３
」
は
、
平
成
25
年
１

月
12
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
７
月
26
日
「
国
民

文
化
祭
甲
州
市
実
行
委
員
会
」
を

設
立
す
る
と
と
も
に
、
事
業
別
企

画
委
員
会
の
構
成
も
行
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
県
と
連
携
す
る
中
で
、

甲
州
市
主
催
事
業
の
成
功
に
向
け

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
関

係
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

４平成23年10月

上小田原地区の建設を断念
新射撃場の最終方針を県が発表

山梨県は９月９日、県立射撃場の整備について、「当

分の間、凍結せざるを得ない」と最終方針を発表し、

甲州市塩山上小田原地区で建設予定していた新県立射

撃場の建設を断念しました。

今回の断念の主な理由として、騒音や鉛対策、新た

な防災対策が必要となり、約２３億円に事業費が膨ら

み、見直しを行ったが、削減できなかったと説明があ

りました。

県立射撃場の建設は、平成１９年に山梨県から申し

入れがあり、有害鳥獣駆除と地域振興を目的に、地元

の皆様をはじめ、多くの方々のご理解とご協力を得る

中で、県の建設計画に協力してきました。

このことから、市では、地元の皆様のご意見を伺い

ながら、同地区の林道整備、砂防施設の早期建設、有

害鳥獣駆除従事者の確保、射撃場予定地の新たな活用

策への支援などを山梨県に強く要望していきます。　

日本ワイン発祥の地に誕生した認証ワイン

６銘柄の認証ワインが誕生
市は９月３日、甲州市原産地呼称ワイン認証制度に基づ

き、県産ブドウを原料に市内で醸造され、味覚や香りなど
一定基準を満たしたワイン６銘柄に「甲州市原産ワイン」

「山梨県原産ワイン」の認証を初めて授与する認証式と、
制度への理解と浸透性を高め、消費拡大を図る公開テイス
ティング会を行いました。

■質の高い新たな甲州ブランド■
昨年、甲州産ワインの安心と安全を消費者に提供しよう

と、ブドウの産地を保証することで、質の高い新たなブラ
ンドとしての付加価値を付ける、甲州市原産地呼称ワイン
認証制度を創設しました。

今回認証したワインには「ＧＲＯＷＮ　ＩＮ　ＫＯＳＨ
Ｕ　ＣＩＴＹ」と示したシールが貼られ、勝沼ぶどうの丘
などで販売をしています。公開テイスティング会に参加し
た皆さんは「ブドウの産地だからできる制度。栽培者と醸
造家など地域住民と行政が連携して育んでほしい」と認証
制度に期待を寄せていました。

甲州市原産地呼称ワイン認証制度

９月議会　市長の施政方針



５ 広報こうしゅう

市
で
は
、
８
月
31
日
開
会
の
平

成
23
年
９
月
定
例
市
議
会
へ
平
成

22
年
度
決
算
に
係
る
財
政
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
指
標
も
早
期
健
全
化
基
準
又
は

経
営
健
全
化
基
準
以
下
で
あ
り
、

審
査
し
た
監
査
委
員
の
意
見
で
も

「
健
全
な
状
態
に
あ
る
」
と
さ
れ

ま
し
た
。

前
年
度
の
比
率
と
の
比
較
で

は
、
実
質
公
債
費
比
率
で
１
・
３

ポ
イ
ン
ト
、
将
来
負
担
比
率
で
２

４
・
２
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
減
少

し
、
財
政
健
全
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
及
び
公
営
企
業
の

資
金
不
足
比
率
は
、
昨
年
同
様
、

赤
字
額
等
が
な
い
こ
と
か
ら
、
比

率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

実質赤字比率
（じっしつあかじひりつ）

地方公共団体の一般財源の標準規模を
示す「標準財政規模」に対して、一般
会計等の実質赤字額が占める割合を示
す指標です。実質赤字額がない場合は
算定されません。

連結実質赤字比率
（れんけつじっしつあかじひりつ）

「標準財政規模」に対して、地方公共団
体の全会計（ただし、財産区特別会計
は含まない）の実質赤字額の合計額の
占める割合を示す指標です。連結実質
赤字額がない場合は算定されません。

実質公債費比率
（じっしつこうさいひひりつ)

一般会計の公債費や公営企業債の償還
に充てるための繰出金等に係る財政負
担の程度を示す指標です。

将来負担比率
（しょうらいふたんひりつ）

一般会計等が将来負担すべき実質的な
負債の「標準財政規模」に対する比率
です。算出された数値は、一般会計等
が背負っている負債が、「標準財政規模」
に対し、どの程度であるかを表してい
ます。

■参　考　Ｈ２１実質公債費比率：１６.６％　　Ｈ２１将来負担比率：１６１.８％　
■備　考　実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合、比率は算定されないことから「―」と表示さ

れます。

■備　考　資金不足額がない場合、比率は算定されないこと
から「―」と表示されます。

◆担当　財政課　財政担当　�３２‐５０６５

資金不足比率
（しきんぶそくひりつ）

公営企業ごとの資金の不足額が、
事業の規模に対してどの程度あ
るかを示す指標です。資金不足
額がない場合は算定されません。

平成2２年度甲州市決算に係
る財政の健全化判断比率及び
地方公営企業の資金不足比率
を公表します。
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吉田みよしさん（千野）
明治４５年３月１２日生

川﨑一善さん（上岩崎）
明治４４年１０月１１日生

田邉省吾さん（下於曽）
明治４５年１月１６日生

雨宮静子さん（上於曽）
明治４４年１０月１９日生

姫野千代子さん（休息）
明治４５年２月１０日生

菊島重行さん（下萩原）
明治４５年１月２０日生

９月１日「防災の日」を中心に、市内各地で
防災訓練が行われました。

3月に発生した東日本大震災の教訓から、今
年は多くの参加者が集まり、地元消防団員の指
導のもと、初期消火訓練や応急手当、ＡＥＤ

（自動体外式除細動器）の使用方法など、様々
な訓練が行われました、参加者からは「震災の
ための確認と地域住民の連携が重要です」との
意見が出るほど、震災から身を守る心構えと準
備を再確認していました。

震災から身を守る

塩山温泉組合は９月１２日、約６５０年の歴
史を誇る塩山温泉郷で塩山温泉まつりを行いま
した。

この祭りは毎年、「中秋の名月」の日に行わ
れ、塩ノ山中腹に祀られた湯権現にお参りし、
温泉の恩恵に感謝の気持ちを込めて行われてい
ます。

祭りには、多くの皆さんが集まり、歌や踊り
を披露するなど、温泉の恩恵に感謝すると同時
に地域の発展を願っていました。

温泉の恩恵に感謝

炊き出し訓練も行った塩山下東区の防災訓練盛大に行われた塩山温泉まつり



７ 広報こうしゅう

９月１５日は「老人の日」。今年度、市内では１４名の方が新百歳
を迎えます。山梨県と甲州市、甲州市社会福祉協議会では、長年にわ
たり甲州市の発展に寄
与されてきたことに感
謝すると同時に、長寿
をお祝いするため、そ
れぞれに慶祝訪問し、
お祝状および記念品を
贈呈しました。

新 百 歳 の 皆 さ ん は
「まだまだ元気で頑張り
ます」と話す表情は笑
顔でいっぱいでした。

はい。
カシャ。

祝新百歳
長年にわたり市の発展に

寄与された感謝を伝える
土屋とみ江さん（三日市場）

明治４５年３月５日生

慶祝訪問

田辺市長や横内知事は新百歳の慶祝訪問を行い長寿を祝いました

塩山クラブは９月１６日、北海道で開催した
第２６回全日本壮年ソフトボール大会で準優勝
を果たした結果を、田辺市長に報告しました。

昨年のマスターズに引き続く好成績に岩間英
貴監督は「全国で一生懸命に戦えるのは、家族
や地域、勤務先の皆さんの支えがあります。本
当に感謝しています」と大会を振り返りました。
田辺市長は「市民に元気を与えてくれた。今後
も甲州市のスポーツ振興のために頑張ってくだ
さい」と話しました。

塩山クラブ 全国準優勝

甲州市体育協会は９月２０日、第６４回山梨
県体育祭りで市の部５位（県内１３市）の成績
を田辺市長に報告しました。
「多くの皆さんの協力と、素晴らしい団結力

の結果です」と、市体育協会の武井春美会長は
昨年８位から順位が上がった今大会を振り返り
話しました。

報告を受けた田辺市長は「スポーツは、人と
人との交流が深まり、地域が元気になる」と、
更なるスポーツ振興にエールを送りました。

素晴らしい団結力

全国準優勝を報告した塩山クラブの皆さん大会報告した市体育協会の皆さん



塩山ミニバスケットボール少年団は、 「心・
体・技」を合言葉に、昭和５７年８月の創設か
ら今年で３０周年を迎えました。

●最後まであきらめるな●
「最後まであきらめないチームづくり」と話す、

少年団代表の廣瀬憲幸さんは、創設時から子ど
も達を指導する傍ら、指導者の育成まで尽力さ
れてきました。この「最後まであきらめない」
という言葉の意味には、創設時の想いがありま
した。「最初は、ミニバス教室でした」と廣瀬さ
んは当時を振り返ります。野球などに比べて、
人気の薄かったバスケットボールの素晴らしさ
を伝えようと、多くの皆さんへの呼びかけから
始めました。創部に携わった皆さんの「最後ま
であきらめない」の想いが実を結び、昭和５７
年に旧塩山市で初のミニバスケットボール少年
団が誕生しました。

●楽しさを教わり、そして伝える●
現在、女子チームを指導している廣瀬賢一さ

んは、塩山ミニバスケットボール少年団の第１
期生。「みんなで全力プレーをする楽しさを教わ
りました」と廣瀬さんは当時感じたことを、今
は指導者として子ども達に伝えています。

そんな子ども達は、３０年という歴史に「こ
のチームを大切にしたい」と声を揃え、「心・
体・技」の合言葉、そして先輩達からの伝統を
守っていました。

３０周年を迎えた少年団の皆さん

「心・体・技」が合言葉
３０周年を振り返る

塩山ミニバスケットボール少年団

シリーズ協働を担う ⑧

８平成23年10月

第６回

甲州こどもフェスタ
■日　時　11月10日（木）

午前１０時～午後２時
■場　所　塩山ふれあい館
■主な内容

おもちゃと絵本の交換会・親子遊び・ベビーマ
ッサージ・飲食コーナー・子育て支援の情報提供
など、親子で楽しめる内容が満載です。

おもちゃ募集のお知らせ
こどもフェスタで、おもちゃと絵本の交換会を

行います。ご家庭で眠っているおもちゃなどがあ
りましたらこの機会に提供していただけませんか。
※壊れていなくて使える
おもちゃを募集します。
※ぬいぐるみ、ビデオ、
おまけのおもちゃはご遠

慮ください。
※おもちゃの回収方法・
回収場所については子育
て対策課に問い合わせて
ください。

ボランティア募集のお知らせ
こどもフェスタで当日の運営のサポートをして

くださるボランティアを募集します。

■日　時　11月10日（木）
午前９時～午後２時

■場　所　塩山ふれあい館
■仕事内容

イベントブースの補助・会場案内など
■定　員　２０名程度
※当日の食事は事務局で用意します。

◆お問い合わせ先
甲州市こどもフェスタ実行委員会
事務局　子育て対策課　☎３２‐５０８１

昨
年
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ



９ 広報こうしゅう

今年で５８回目を迎える「ぶどうまつり」。今
年も祭りのクライマックスを飾る鳥居焼きの準
備として９月１８日、柏尾山で護摩木積み作業
が行われました。

●盆の送り火・ぶどう収穫への感謝の気持ち●
鳥居焼きは、勝沼地区の柏尾山・鳥居平に鳥

居型の火をともす伝統行事。「地域の心が宿って
いる」とぶどうまつり実行委員会会長の佐藤栄
也さんが話すように、護摩木には先祖に対する
盆の送り火、ぶどう収穫への感謝の気持ちと来
年の豊作への願いが込められています。

この日、護摩木積みには約１５０人の地域住
民ボランティアが参加しました。家族で参加し
た佐藤和也さんは「子どもの頃から思い出のあ
る鳥居焼き。今年は娘が護摩木に願い事を書い
たので、特に思い入れがあります」と、地域の
皆さんと協力し合い、傾斜のきつい山肌に一つ

ひとつ丁寧に積み上げていました。
今年もぶどうまつりのクライマックスを飾る

鳥居焼きは、ぶどう郷の夜空を見事に輝かせ、
先人から伝わる地域の心として、いつまでも燃
え続けるでしょう。

先人から伝わる
地域の心

鳥居焼き・護摩木積み

シリーズ協働を担う ⑨

心
を
込
め
て
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
護

摩
木
積
み
作
業
を
行
い
ま
し
た

参加したボランティアの皆さんで集合写真

市制施行６周年記念

公共施設を無料開放
市では、甲州市の誕生と発展を祝い、そして未

来の甲州市を多くの皆さんで創造していくことを
願い、市制施行日の１１月１日、市民を対象に市
内公共施設（一部除く）を無料開放しましす。

■無料開放日　11月1日（火）※市制施行日
■利用方法

市民の皆さんが対象となりますが、１８歳以上
の方は、運転免許証や保険証、住民基本台帳カー
ド（写真付き）など、本人確認ができる証明証を
お持ちください。

■無料開放施設・お問い合わせ先

①甲州市交流保養センター「大菩薩の湯」
☎３２‐４１２６

②甲州市やまと天目山温泉
☎４８‐２０００

③甲州市近代産業遺産「宮光園」
☎４４‐０４４４

④重要文化財旧高野家住宅「甘草屋敷」
☎３３‐５９１０

⑤甲州市塩山Ｂ＆Ｇ海洋センター
☎３２‐１５９６

⑥甲州市勝沼ぶどうの丘「天空の湯」
☎４４‐２１１１

⑦甲州市老人福祉センター「塩寿荘」
☎３３‐９３７５

⑧甲州市勝沼健康福祉センター
☎４４‐１３２９

⑨甲州市大和福祉センター「田野の湯」
☎４８‐２７４７

◆お問い合わせ先
政策秘書課　☎３２‐５０６３

市民対象

地域景観は私達の宝（大藤地域から見える桃源郷）
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８
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１
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、
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後
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２
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。
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２
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８
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３
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公
営
企
業
水
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毎
年
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法
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の
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間
（
８
年
間
）
を

経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
を
無
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交
換

し
て
い
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す
。

該
当
す
る
ご
家
庭
に
は
、
甲
州
市
が
委

託
し
た
水
道
事
業
協
力
会
の
係
員
が
敷
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内
に
立
ち
入
り
、
交
換
作
業
に
伺
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ま
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の
で
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ご
協
力
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お
願
い
し
ま
す
。

■
交
換
時
の
ご
協
力
に
つ
い
て
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
や
車
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
交
換
の
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分
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度
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水
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た
だ
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。
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。
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。
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道
の
メ
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だ
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せ
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メ
ー
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無

料
で
す
）

・
メ
ー
タ
ー
交
換
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に

は
、
事
前
に
「
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に

つ
い
て
」
と
い
う
文
書
を
お
送
り
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
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換
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月
１
日
～
17
日
（
検
針
月
が
奇
数
月

の
区
域
）

■
委
託
業
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甲
州
市
水
道
事
業
協
力
会
20
社

※
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設
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、

塩
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ワ
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、
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総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
７
７

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅
の
固
定
資

産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

省
エ
ネ
改
修
住
宅
の
固
定
資
産
税

減
額
の
お
知
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ

耐
震
改
修
住
宅
の
固
定
資
産
税
減

額
の
お
知
ら
せ

10平成23年10月



iinnffoorrmmaatt iioonn
市
で
は
、
高
齢
者
・
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
一
部
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

市
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
を
一

部
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

・
甲
州
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
65
歳

以
上
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
。

・
甲
州
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
60
歳

か
ら
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼

吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活

活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害

の
あ
る
方
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
、
免
疫
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
の
あ
る
方
で
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
。
　
　
　

■
費
用
助
成
期
間
　
　

10
月
１
日
（
土
）
～
平
成
24
年
１
月
31

日
（
火
）
ま
で

■
公
費
負
担
額

１
人
に
つ
き
１
回
２，

０
０
０
円

（
１
回
限
り
）

■
自
己
負
担
額
　
　

接
種
料
金
か
ら
２，

０
０
０
円
を
除
い

た
額
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
各
医
療
機
関
に
よ
り
接
種
料
金

は
異
な
り
ま
す
。

■
接
種
場
所

各
医
療
機
関
　
※
事
前
に
医
療
機
関
に

予
約
を
い
れ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
診
票

予
診
票
は
各
医
療
機
関
及
び
市
役
所
健

康
増
進
課
２
番
窓
口
、
勝
沼
・
大
和
地
域

総
合
局
に
あ
り
ま
す
。

■
注
　
意

実
費
で
接
種
し
た
場
合
に
、
接
種
後
領

収
書
を
市
に
持
参
し
て
も
接
種
費
の
返
金

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

健
康
企
画
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者
　

市
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
１
歳
か

ら
小
学
校
６
年
生
の
方
（
対
象
者
に
は
個

別
通
知
を
送
っ
て
い
ま
す
）

■
費
用
助
成
期
間
　
　

10
月
１
日
（
土
）
～
平
成
24
年
１
月
31

日
（
火
）
ま
で

■
公
費
負
担
額

１
人
に
つ
き
１
回
１，

５
０
０
円

（
１
回
限
り
）

■
自
己
負
担
額

接
種
料
金
か
ら
１，

５
０
０
円
を
除
い

た
額
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
各
医
療
機
関
に
よ
り
接
種
料
金

は
異
な
り
ま
す
。

■
接
種
場
所

個
別
通
知
に
同
封
し
ま
し
た
各
医
療
機

関
一
覧
表
の
医
療
機
関
　
※
事
前
に
医
療

機
関
に
予
約
を
い
れ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
診
票
・
助
成
券

子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助

成
の
対
象
の
方
に
は
郵
送
で
、
「
予
診
票
」

と
「
子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

助
成
券
」
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

■
注
　
意

・
助
成
券
及
び
予
診
票
を
忘
れ
た
場
合
は

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
実
費
で
接
種
し
た
場
合
に
、
接
種
後

領
収
書
を
市
に
持
参
し
て
も
助
成
金
の
返

金
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
必
ず
送
付
さ
れ
た

助
成
券
・
予
診
票
を
持
参
し
て
接
種
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
予
防
接
種
は
、
保
護
者
の
責
任
に

基
づ
く
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

健
康
企
画
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助

成
に
つ
い
て

11 広報こうしゅう

１０月から
子ども手当支給額が
変わります
国の制度の見直しにより、１０月から（平成

２４年２月期振込分から）の支給額が次のとお
り変更になります。
■旧制度
・支給月額　０歳～中学校修了前（中学校３年生）

１３，０００円（一律）　

■新制度（１０月～）
・支給月額

０歳～３歳未満

１５，０００円（一律）

３歳～小学校修了前（第１子・第２子）　　　　

１０，０００円

３歳～小学校修了前（第３子以降）　　　　　　

１５，０００円

中学生（一律）　　　　　　　　　　　　　　　

１０，０００円

■その他
・１０月以降の子ども手
当を受けるには申請が必
要です。現在、子ども手当を受けている方には、
後日申請書をお送りいたします。（申請書の送付
は、１０月後半から１１月中を予定しておりま
す。）新しく申請される方は、子育て対策課へお
問い合わせください。
・なお、１０月期振込分の子ども手当について
は、支払対象月が６月から９月分に当たります
ので、従来どおりの、対象児童一人当たり一律
１３，０００円が振り込まれます。

◆お問い合わせ先
子育て対策課　児童福祉担当
☎３２‐５０８１
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甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
10
月
よ
り
「
か
ん
た
ん
ら
く
ら
く
ダ

イ
エ
ッ
ト
教
室
」「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
解
消
運

動
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

楽
し
く
運
動
を
し
て
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

必
要
な
知
識
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
体
重

や
お
腹
の
脂
肪
が
気
に
な
る
方
や
運
動
習

慣
の
な
い
方
で
も
、
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
親
切
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
る

た
め
、
ど
な
た
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

食
欲
の
秋
・
運
動
の
秋
に
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
始
め
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ら
く
ら
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

■
内
　
容

道
具
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
脂
肪

燃
焼
効
果
の
あ
る
有
酸
素
運
動
を
し
て
運

動
習
慣
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
大
切
な
知
識
を
つ
け
て
、
正

し
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
を
ご
紹
介
す
る
講
義

も
行
い
ま
す
。

運
動
が
苦
手
な
方
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
※
全
５
回

10
月
12
日
（
水
）
19
日
（
水
）
26
日

（
水
）
11
月
２
日
（
水
）
９
日
（
水
）

午
後
８
時
～
９
時

■
場
　
所

塩
山
体
育
館
　
ふ
れ
あ
い
館
　

■
対
　
象

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

■
受
講
料
　
無
料

■
定
　
員
　
20
名

■
申
込
方
法

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

簡
単
！
メ
タ
ボ
解
消
運
動
教
室

■
内
　
容

筋
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
や
筋
力
ア
ッ

プ
運
動
を
行
い
な
が
ら
脂
肪
燃
焼
を
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
筋
力
向
上
と
身
体
の
引
き

締
め
効
果
に
よ
り
、
基
礎
代
謝
を
高
め
、

太
り
に
く
い
体
質
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
予
防
、
対
策
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

■
日
　
時
　
※
全
５
回

10
月
14
日
（
金
）
21
日
（
金
）
28
日

（
金
）
11
月
11
日
（
金
）
18
日
（
金
）

午
後
７
時
30
分
～
８
時
15
分

■
場
　
所

塩
山
北
小
学
校
体
育
館
　

■
対
　
象

運
動
の
で
き
る
、
健
康
に
問
題
の
な
い

18
才
以
上
の
方

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
１
５
９
６

峡
東
林
務
環
境
事
務
所
及
び
峡
東
地
区

特
用
林
産
協
会
で
は
、
県
産
材
を
利
用
し

た
交
流
施
設
「
杜
の
交
流
館
」
に
て
、
野

生
き
の
こ
の
生
態
や
見
分
け
方
等
に
つ
い

て
幅
広
い
見
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
野
生
き
の
こ
鑑
定
会
を
開
催
し
ま

す
。当

日
は
き
の
こ
の
採
取
は
行
い
ま
せ
ん

が
、
持
ち
込
み
の
き
の
こ
の
鑑
定
は
可
能

で
す
の
で
、
個
人
で
採
取
し
た
き
の
こ
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
前
の
参
加
申
し
込
み
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
　
時

10
月
７
日
（
金
）

午
前
10
時
～
11
時

研
修
室
に
て
講
習
会

午
前
11
時
～
午
後
１
時

研
修
室
に
て
き
の
こ
鑑
定
会

勝
沼
産
生
し
い
た
け
直
売

■
場
　
所

杜
の
交
流
館
（
峡
東
森
林
組
合
）

甲
州
市
塩
山
赤
尾
４
５
３
‐
１

（
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

☎
33
‐
２
９
０
１

■
講
　
　
師

柴
田
　
尚

氏
　

山
梨
県
森
林
総
合
研
究
所

研
究
管
理
幹

■
受
講
料
・
鑑
定
料
　
無
料

■
備
　
　
考

鑑
定
し
た
き
の
こ
を
、
当
日
会
場
で
展

示
す
る
た
め
、
少
量
お
借
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

峡
東
林
務
環
境
事
務
所

森
づ
く
り
推
進
課

林
業
自
然
保
護
担
当

（
堀
内
、
辻
）
☎
20
‐
２
７
２
１

ら
く
ら
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

簡
単
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
解
消
運
動
教
室

参加者募集

ころ柿づくり体験教室
■日　時　11月5日（土）～7日（月）

午前１０時３０分～午後２時

※初日のみ午前１０時から朝の会

■場　所　重要文化財　旧高野家住宅「甘草屋敷」

■定　員　５０名（各日共）

■参加料　５００円（当日徴収）

■持ち物

昼食・屋外作業になりますので、防寒着を用意し

てください。

■申込方法

１０月２８日（金）までに、事務局へ電話、また

はハガキ、ＦＡＸに、①参加者の氏名②住所③年齢

④電話番号⑤参加希望日を記入のうえ、お申し込み

ください。

◆申し込み・お問い合わせ先

〒４０４‐８５０１

甲州市塩山上於曽１０８５‐１

甲州市観光協会　事務局　観光交流課

☎３２‐２１１１（内２９１、２９２)

℻３２‐５１７４

メール　kankou@city.koshu.lg.jp

iinnffoorrmmaatt iioonn

野
生
き
の
こ
鑑
定
会
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■
日
　
時
　
10
月
７
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分

■
場
　
所
　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
内
　
容

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行

こ
う
」
～
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
歌
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
～

■
対
　
象

１
歳
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と
保

護
者

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

☎
44
‐
３
７
２
３

■
日
　
時
　
10
月
21
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～

■
場
　
所
　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容

ベ
ビ
ー
＆
キ
ッ
ズ
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
親
子
で
ゆ
っ
く
り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
も
う
」

■
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
　

■
対
　
象

２
ヶ
月
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と

保
護
者

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
７
９
０
０

■
日
　
時
　
10
月
28
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～

■
場
　
所
　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容

親
子
体
操
「
ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会
」
～
よ

ー
い
ド
ン
や
ゲ
ー
ム
遊
び
を
し
ま
す
～

■
対
　
象

１
歳
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と
保

護
者

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
７
８
０
０

今
月
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
食
育
番
組
「
野
菜
・

果
物
を
つ
く
っ
て
お
い
し
く
食
べ
る
じ
ゃ

ん
」
の
放
映
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
10
月
の
放
映
内
容

食
改
さ
ん
と
お
弁
当
づ
く
り

～
塩
山
中
学
校
家
庭
科
ク
ラ
ブ
～

・
勝
沼
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

９
月
26
日
（
月
）
～
10
月
２
日
（
日
）

・
峡
東
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

９
月
25
日
（
日
）
～
29
日
（
木
）

※
詳
細
は
、
お
住

ま
い
の
地
域
の

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
食
育
推
進
会
議

事
務
局
　
健
康
増
進
課

☎
33
‐
７
８
１
３

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

10
月
の
親
子
遊
び

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

10
月
の
親
子
遊
び

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

10
月
の
親
子
遊
び

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
食
育
番
組
「
野
菜
・
果

物
を
つ
く
っ
て
お
い
し
く
食
べ
る

じ
ゃ
ん
」
放
映
の
お
知
ら
せ

甲州市文化祭
１１月１日～３日に開催

１１月１日（火）～１１月３日（木）

にかけて甲州市文化祭を開催いたします。

作品の展示や芸能発表は、塩山・勝沼・

大和の地域ごとに行います。皆様のご参

加をお待ちしております。

なお、作品の募集内容、芸能発表等のお問合せは、お住まい

の地域の事務局までお願いします。

※展示は文化祭開催日の午前９時～午後５時まで（最終日のみ

午後４時まで）

※芸能発表は各会場とも１１月３日の開催です。開催時間は会

場によって異なります。

◆各地域の展示会場・お問い合わせ先

・塩山地域　　展示会場　甲州市民文化会館

問合せ先　生涯学習課 社会教育担当

☎３２‐５０９７

・勝沼地域　　展示会場　勝沼市民会館

問合せ先　勝沼中央公民館

☎４４‐２１００

・大和地域　　展示会場　大和ふるさと会館

問合せ先　大和中央公民館

☎４８‐２９２１

ポリオのお知らせ
９月２１日に予定していました

「ポリオ予防接種」が台風１５号の
接近により、次のとおり延期とな
りました。
■日　時　１０月５日（水）
・受　付　午後１時～１時３０分
■場　所　塩山保健福祉センター
◆お問い合わせ先

健康増進課　医療対策室
健康企画医療担当
☎３２‐５０１４



秋
の
月
と
涼
や
か
な
虫
の
音
。
朗
読
と

和
の
調
べ
が
織
り
な
す
優
美
な
ひ
と
と
き

に
皆
様
方
を
お
誘
い
し
ま
す
。

■
日
　
時

10
月
７
日
（
金
）

午
後
７
時
～
（
開
場

午
後
６
時
30
分
～)

■
場
　
所

旧
高
野
家
住
宅
「
甘
草
屋
敷
」
主
屋

■
内
　
容

朗
読
、
箏
・
尺
八
演
奏

・
朗
読
　
清
水
章
子
さ
ん

「
花
か
げ
」
大
村
主
計
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

「
十
三
夜
」
樋
口
一
葉
作

・
尺
八
　
岩
間
洸
風
さ
ん

鹿
の
遠
音
「
古
典
本
曲
」

「
尺
八
で
唄
う
子
守
唄
」

・
箏
　
文
化
協
会
山
田
流
箏
曲
部

「
花
咲
く
頃
」
山
川
園
松
作
曲

「
日
本
の
愛
唱
歌
集
」
坂
本
勉
作
曲

（
小
さ
い
秋
・
母
さ
ん
の
歌
・
四
季
の
歌)

■
入
場
料
　
無
料

■
駐
車
場

旧
高
野
家
住
宅
（
甘
草
屋
敷
）
周
辺
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
が
、
駐
車
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
な
る
べ
く
乗
り
合
わ

せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
案
内
を
設
け
ま
す
の
で
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
甘
草
屋
敷
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
手
作
り
の

月
見
だ
ん
ご
も
振
舞
わ
れ
ま
す
。

■
主
　
催
　
甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
　
☎
32
‐
５
０
９
７

・
旧
高
野
家
住
宅
　
甘
草
屋
敷

☎
33
‐
５
９
１
０

や
ま
び
こ
会
は
、
目
の
不
自
由
な
方
や

高
齢
者
の
た
め
に
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
の
一
端
を
発
表

す
る
た
め
『
朗
読
の
夕
べ
』
を
開
催
し
ま

す
。
秋
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■
日
　
時

10
月
26
日
（
水
）

午
後
７
時
～
８
時
50
分

■
場
　
所

旧
高
野
家
住
宅
　
甘
草
屋
敷
　
主
屋

■
内
　
容

小
説
・
民
話
・
エ
ッ
セ
イ
・
ス
ラ
イ
ド

朗
読
な
ど

■
入
場
料
　
無
料

■
主
　
催
　
や
ま
び
こ
会

■
後
　
援

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

甲
州
市
教
育
委
員
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

☎
44
‐
２
６
１
２

第
10
回
　
朗
読
と
箏
・
尺
八
が
奏

で
る
優
美
な
世
界

第
13
回
や
ま
び
こ
会
朗
読
の
夕
べ

14平成23年10月

iinnffoorrmmaatt iioonn

第２回甲州フルーツマラソ
ン大会の開催に伴うご協力
について
昨年より開催しています、甲州フルーツマラ

ソン大会の第２回大会を１０月１６日（日）に
開催します。それに伴い、勝沼地域を中心に交
通規制が実施されますので市民の皆様には、大
変ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力を
お願いします。また、大会当日には市民バス

（二本木経由大菩薩の湯線）が迂回します。上赤
尾～大久保平間のバス停については以下の便が
走りませんのでご確認ください。
○塩山駅（10:16）発・大菩薩の湯（10:42）着の

便の上赤尾（10:19）～大久保平（10:37）間が
迂回

○大菩薩の湯（10:47）発・塩山駅（11:13）着の
便の大久保平（10:52）～上赤尾（11:09）間が
迂回
なお、大会には全国より多数のランナーが参

加しますので、コース沿線の環境美化にご協力
いただくと同時に沿道での声援をお願いします。
◆お問い合わせ先

甲州フルーツマラソン大会実行委員会

事務局（観光交流課内）☎３２‐５０００

甲州市ゆかりの人物 柳沢吉保展示会

柳沢吉保と甲府城展

江戸時代の甲府城下町

に繁栄をもたらした柳沢

吉保（1658～1714）。

彼は時の５代将軍 徳川

綱吉の側に仕えて元禄の

世を動かした政治家でし

た。柳沢吉保夫妻の墓は

塩山の恵林寺にあり、多

くの遺品が残されていま

す。また、雲峰寺や熊野

神社には柳沢家の寄進状

が伝わっており、甲州市

に大変ゆかりの深い人物です。これまであまり

知られることのなかった柳沢吉保と甲府城の関

わりの歴史を、数々の名品をとおして紹介しま

す。

■日　時　10月 8日（土）～11月 28日（月）

■場　所　山梨県立博物館

（笛吹市御坂町成田１５０１‐１）

◆お問い合わせ先

山梨県立博物館  ☎０５５‐２６１‐２６３１
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iinnffoorrmmaatt iioonn
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
勝
沼
の
甲

州
ぶ
ど
う
を
使
っ
た
「
月
の
し
ず
く
」
を

作
り
ま
す
。
生
の
甲
州
ぶ
ど
う
を
１
粒
ず

つ
、
砂
糖
蜜
で
包
み
込
ん
だ
甘
酸
っ
ぱ
い

お
菓
子
で
す
。

■
日
　
時

10
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
　
所

勝
沼
市
民
会
館
　
１
階
　
調
理
室

（
勝
沼
庁
舎
西
側
）

■
定
　
員
　
20
名
（
先
着
順
・
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

事
務
局
　
産
業
振
興
課

果
樹
農
林
担
当
　

☎
32
‐
５
０
９
２

今
回
の
企
画
展
は
、
大
藤
・
神
金
・
玉

宮
地
区
に
あ
る
文
化
財
を
写
真
パ
ネ
ル
に

て
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
　
間

10
月
27
日
（
木
）
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
、
10
月
11
日
（
火
）

と
な
り
ま
す
。

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

■
主
　
催
　

甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

甲
州
市
体
育
協
会
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
が
９
月
４
日
に
開
催
し
た
、
第
６

回
甲
州
市
家
庭
婦
人
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
の
試
合
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
Ａ
パ
ー
ト

優
　
勝
　
熊
野
チ
ー
ム

準
優
勝
　
赤
尾
チ
ー
ム

３
　
位
　
千
野
下
チ
ー
ム

■
Ｂ
パ
ー
ト

優
　
勝
　
小
屋
敷
チ
ー
ム

準
優
勝
　
上
東
チ
ー
ム

３
　
位
　
三
日
市
場
下
チ
ー
ム

■
Ｃ
パ
ー
ト

優
　
勝
　
下
於
曽
東
チ
ー
ム

準
優
勝
　
小
田
原
チ
ー
ム

３
　
位
　
萩
原
チ
ー
ム

■
Ｄ
パ
ー
ト

優
　
勝
　
東
雲
Ｂ
チ
ー
ム

準
優
勝
　
下
萩
原
チ
ー
ム

３
　
位
　
三
日
市
場
上
バ
イ
オ
レ
ッ
ト

月
の
し
ず
く
作
り
　
参
加
者
募
集

お
い
し
い
「
月
の
し
ず
く
」
を
一

緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

歴
史
民
俗
資
料
室
第
76
回
企
画
展

甲
州
市
の
文
化
財

塩
山
地
域
４

天目山栖雲寺
宝物風入れ展

■日　時　10月29日（土） 30日（日）
午前９時～午後４時

（３０日は午後３時まで）
■場　所　天目山栖雲寺（甲州市大和町木賊１２２）
■拝観料　大人　５００円　　学生　３００円
■内　容

木造普応国師坐像（重要
文化財）など３０点以上の
寺宝を展示。なかでも、昨
年ニューヨーク・メトロポ
リタン美術館で展示され反
響を呼んだ、虚空蔵菩薩画
像（市指定文化財）は、帰
国後初の一般公開となりま
すので、ぜひこの機会にご
覧ください。

お抹茶の無料接待の御用
意もございます。

◆お問い合わせ先
天目山栖雲寺
☎４８‐２７９７

塩山総合グラウンドの改修工事
を行います。市民の皆様、各種ス
ポーツ団体の皆様にはご不便をお
かけしますが、ご理解とご協力を
お願いします。なお、施工期間が
若干前後する場合がありますがご
了承ください。
■施工予定期間

１１月上旬～平成２４年２月下旬
◆お問い合わせ先

生涯学習課　スポーツ振興担当
☎３２‐２１１１（内線３０２）

第
６
回
甲
州
市
家
庭
婦
人
親
睦
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
結
果
報
告

10月３日（月）～
11月７日（月）

塩山文化協会押花部に
よる作品を展示します。

※展示内容・期間については変更に
なる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

塩山駅南口
市民ギャラリー



タ
ク
シ
ー
乗
務
員
希
望
者
を
対
象
に
、

運
転
業
務
に
必
要
な
資
格
の
取
得
を
目
指

し
て
学
科
と
実
技
を
行
い
ま
す
。
（
二
種
免

許
指
定
教
習
所
で
の
講
習
で
す)

■
日
　
時

11
月
１
日
（
火
）
～
26
日
（
土
）
ま
で

の
間
の
15
日
間

■
場
　
所

湯
村
自
動
車
学
校

(

甲
府
市
塩
部
２
‐
２
‐
１
５)

■
対
　
象

・
就
職
・
就
業
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の

高
齢
者

※
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登
録

が
必
要
で
す
。

■
受
講
料
　
無
料
　

■
定
　
員
　
16
名

■
締
切
日
　
10
月
17
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

�
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

■
日
時

10
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

概
ね
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方

（
大
学
・
短
大
・
高
校
生
等
を
含
む
）

※
生
活
・
就
労
相
談
に
つ
い
て
は
年
齢
制

限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
内
　
容

・
「
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
専
門
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
就
職
相
談

・
「
職
業
紹
介
」
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に

よ
る
職
業
相
談
、
求
人
情
報
の
提
供

・
「
職
業
適
性
診
断
」
専
門
職
員
に
よ
る

職
業
訓
練
相
談
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
職
業

適
性
診
断

・
「
生
活
・
就
労
相
談
」
専
門
職
員
に
よ

る
生
活
資
金
、
住
宅
な
ど
の
相
談

■
申
込
方
法

個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
希
望
の
方
は
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
そ
の
他
は
申
込
不
要
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し

☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
４
５
１
０

℻
０
５
５
‐
２
３
３
‐
４
５
１
８

近
年
、
都
市
と
近
隣
に
住
む
人
々
は
、

降
る
よ
う
な
星
空
の
光
を
目
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

都
市
周
辺
の
人
口
が
増
え
、
夜
空
が
ど

ん
ど
ん
明
る
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に

は
、
誰
も
が
気
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
誰
も
が
感
じ
、
誰
の
生
活

に
も
関
わ
り
が
深
く
、
誰
も
が
知
ら
ぬ
間

に
受
け
る
「
光
害
」
は
、
解
決
す
べ
き
大

き
な
問
題
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

夜
の
闇
を
照
ら
す
照
明
は
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
照
明
を
消
し
て
、
き
れ
い
な

星
空
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
呼
び
か
け
を

し
て
い
る
の
が
｢
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
甲
府
バ

レ
ー
」
で
す
。

■
テ
ー
マ

「
星
を
見
上
げ
て
祈
り
を
届
け
よ
う
」

■
日
　
時
　
10
月
22
日
（
土
）

消
灯
時
間

午
後
８
時
～
９
時

■
場
　
所
　
山
梨
県
立
科
学
館
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
甲
府
バ
レ
ー
実
行
委
員
会

☎
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
１
５
９

■
日
　
時

10
月
24
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

■
受
　
付
　
本
庁
舎
　
１
階

市
民
ロ
ビ
ー

■
場
　
所
　
本
庁
舎
　
第
２
～
４
会
議
室
　

■
対
　
象

収
入
や
預
貯
金
が
一
定
基
準
額
以
下
の

方
（
予
約
受
付
時
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
）

■
定
　
員
　
18
名

■
担
当
者

弁
護
士
２
名
　
司
法
書
士
１
名

■
そ
の
他

・
相
談
者
１
人
つ
き
30
分
以
内
。

・
こ
の
出
張
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約

制
で
す
。

・
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

の
時
間
帯
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
相

談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類

等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

法
テ
ラ
ス
山
梨

☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
１
１

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
「
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
（
二
種
免

許
）
養
成
講
習
会
」
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法
テ
ラ
ス
山
梨

出
張
無
料
法
律
相
談
会

参
加
無
料
・
出
張
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

仕
事
探
し
を
は
じ
め
よ
う
！

第
13
回
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
甲
府
バ
レ

ー
２
０
１
１

好評につき区画増設
市民農園利用者募集
市では、市民の皆さんが野菜や花等を

栽培して自然に触れ合うとともに、農業
の振興とまちづくりに寄与することを目
的として、市民農園の貸付けを行ってい
ます。

■募集要項
区画面積４０㎡　５，０４０円／年額

※一世帯１区画の使用とします。
■募集期間

１０月４日（火）から募集開始
（先着順・定員になり次第締め切ります)

■貸出日　１１月１日（火）～
平成２４年３月３１日（土）

■募集方法
産業振興課窓口で、申請用紙に必要事

項を記入していただきます。（申請時には
印鑑を持参ください）
※申請用紙は、市のホームページからダ
ウンロードできます。

◆お問い合わせ先
産業振興課 農地担当 ☎３２‐５０９２
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■
日
　
時

10
月
17
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場
　
所

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー
　
１
階
　
会
議
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者
　

■
定
　
員

６
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
）

■
そ
の
他

・
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
で

す
。
10
月
５
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

た
い
の
で
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課

市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
日

は
忙
し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と
い
う
方

の
た
め
に
、
休
日
無
料
法
律
相
談
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
相
談
希
望
の
方
は
電
話
に

て
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
　
時

10
月
22
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

第
１
会
議
室

■
対
　
象

市
内
在
住
者

■
定
　
員

６
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
３
０
分
）

■
そ
の
他

・
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
。
10
月
11
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分

か
ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
な
お
、
次
回
は
12
月
に
な
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
44
‐
２
６
１
２

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な

ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開

設
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
10
月
20
日
（
木
）

午
前
の
部

午
前
９
時
～
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
本
庁
舎

１
階

市
民
相
談
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者

■
定
　
員
　
12
名

■
内
　
容

消
費
生
活
関
連
　
架
空
請
求
、
訪
問
販

売
、
レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
契
約
等
に

関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、
多

重
債
務
な
ど

■
そ
の
他

・
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
。

・
こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
完
全
予
約

制
で
す
。

・
10
月
５
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
す
る
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

秋
の
行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と
し

て
、
特
設
行
政
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

年
金
、
福
祉
、
登
記
事
務
、
道
路
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
等
、
国
や
県
な
ど
の
仕
事
に
つ

い
て
困
っ
た
と
き
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

10
月
21
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時

■
場
　
所

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー
　
１
階
　
会
議
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

・
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
１
０
０

無
料
法
律
相
談

休
日
無
料
法
律
相
談

10
月
17
日
（
月
）
～
23
日
（
日
）

秋
の
行
政
相
談
週
間

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

Ｃ
段
丹
映
子
・
「
週
間
長
野
」
掲
載
・
無
断
転
載
禁
止

無
料
消
費
生
活
相
談
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時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

10
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

10
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
方
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
方
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

を
持
つ
方
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て

悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

☎
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏(

肢
体) 

☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体) 

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性)

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

☎
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

10
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
10
月

14
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

℻
32
‐
０
２
８
５

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶

芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方

で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

10
月
19
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～

■
講
　
師
　
岩
波
　
正
勝
　
先
生

■
定
　
員
　
15
名
程
度

■
参
加
費
　
材
料
費
　
１
０
０
円

※
塩
寿
荘
陶
芸
教
室
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

し
ま
い
忘
れ
を
人
の
せ
い
に
し
た
り
、
急

に
怒
り
出
し
て
大
声
を
出
す
な
ど
、
ど
う
対

応
し
た
ら
よ
い
の
か
困
っ
て
い
る
と
い
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
適
切
な
対
処
は
本

人
に
と
っ
て
も
家
族
に
と
っ
て
も
大
切
で

す
。
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
　
時

10
月
21
日
（
金
）
午
後
３
時
～

■
場
　
所

市
役
所
本
庁
舎
　
第
４
会
議
室

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
10
月

19
日
（
水
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

■
日
　
時
　
10
月
26
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
　

■
集
合
場
所
・
時
間

・
塩
山
地
区

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
表
駐
車
場

午
前
９
時
　
（
集
合
・
出
発
）

※
市
民
文
化
会
館
に
車
で
お
越
し
の
方
は

建
物
南
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
勝
沼
・
大
和
地
区

勝
沼
庁
舎
　
前
庭

午
前
９
時
15
分
（
集
合
・
出
発
）

※
勝
沼
庁
舎
に
車
で
お
越
し
の
方
は
建
物

南
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
内
　
容
　
り
ん
ご
狩
り
（
松
本
方
面
）

■
参
加
費
　
１，

０
０
０
円

（
昼
食
代
等
、
当
日
集
金
）

■
対
　
象

市
内
在
住
の
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い

る
方

■
定
　
員

35
名
（
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

■
締
切
日
　
10
月
14
日
（
金
）

■
そ
の
他

集
合
場
所
ま
で
の
送
迎
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
し
込
み
時
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
田
原
福
祉
会
　
萩
の
里

☎
33
‐
７
７
３
４

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員
※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

心
の
相
談
窓
口
・
専
門
医
に
よ
る

相
談

障
害
者
陶
芸
教
室

も
の
忘
れ
相
談
・
専
門
医
に
よ
る

相
談

家
族
介
護
者
交
流
会
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こ
の
制
度
は
、
病
院
や
薬
局
な
ど
の
医

療
機
関
で
負
担
し
た
医
療
費
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
の

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
・
３
級

・
療
育
手
帳
　
Ａ
判
定

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級

・
障
害
基
礎
年
金
１
級
・
２
級
受
給
者

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
児
童

※
た
だ
し
、
所
得
制
限
に
よ
り
非
該
当
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
障
害
基
礎
年
金

証
書
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
い
ず

れ
か
該
当
す
る
も
の

※
複
数
お
持
ち
の
方
は
、
す
べ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

・
医
療
保
険
証

・
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

・
印
鑑

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

現
在
「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

金
受
給
者
証
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
10
月

31
日
に
有
効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
。

該
当
者
に
は
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
10
月
11
日
（
火
）
か
ら
10
月
21
日

（
金
）
ま
で
に
、
福
祉
介
護
課
障
害
福
祉
担

当
ま
た
は
、
勝
沼
・
大
和
地
域
総
合
局
市

民
福
祉
課
で
更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
介
護
課
　
障
害
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
６
７

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

住宅手当緊急特別措置事業
平成１９年１０月１日以降、解雇等で職

を失った方を対象に、住居費（家賃代）の
６ヶ月間を限度として支給する制度です。

この制度は、住宅の確保及び常用就職を
目的としています。支給額は生活保護の住
宅扶助特別基準に準拠となります。

◆お問い合わせ先
福祉介護課　生活保護担当
☎３２‐４２３７

住民基本台帳カード
無料写真撮影キャンペーン
住民基本台帳カード（住基カード）は、お住ま

いの市区町村で、簡単に交付が受けられるセキュ

リティに優れたＩＣカードです。特に、写真付き

住基カードは公的な身分証明書として役立ちます。

日常生活では金融機関をはじめ、携帯電話の新

規契約やパスポートの新規発行など、住基カード

で本人を確認する機会が増えています。市では１

０月１２日と１９日の２日間、住基カード普及キ

ャンペーンとして無料写真撮影を行います。この

機会に写真付住基カードを公的な証明書として使

ってみませんか。なお、住基カードの発行手数料

は、平成２４年３月末まで無料となります。

■日　時　１0月12日（水）19日（水)

午前の部　午前９時～正午

午後の部　午後１時～４時

■場　所　市役所本庁舎　１階ロビー

■持ち物

印鑑・代理申請の場合委任状・本人確認のため

に①ＩＣ免許証の場合、免許証と暗証番号、②①

以外の場合、写真付官公署書類と保険証等の２点、

③、①②以外は写真付官公署書類をお持ちでない

場合、郵送による確認をします。）詳細な申請方法

は、市民生活課までお問い合わせください。

※条件を満たさない場合、当日交付できないこと

があります。

◆お問い合わせ先

市民生活課　住民記録・戸籍担当

☎３２‐２１１１（内線１０２～１０５）

窓口での住民票の取得時は
ご注意ください
住民票の写しをお取りになる際、同じ世帯の方

の住民票の申請は出来ますが、別世帯の方の住民

票の写しは、依頼した本人からの委任状（本籍、

続柄が必要な場合はその旨を記入のこと）と、窓

口に来る人の本人確認書類（運転免許証や保険証

など）をお持ち頂きませんと発行できません。世

帯分離などをされ、住民登録上は別の世帯になっ

ている場合にはご注意ください。詳しいお問合わ

せは、市民生活課までお願いします。

◆お問い合わせ先

市民生活課　住民記録・戸籍担当

☎３２‐２１１１（内線１０２～１０５）
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iinnffoorrmmaatt iioonn

「最近、足腰が弱っているかな？」って感じ
たことがありませんか。

足腰が弱っているサインとしてご自身の状
態を知ることができますので、次のチェック
項目で当てはまるかご確認ください。

①片脚立ちで靴下がはけない

②家の中でつまずいたり、滑ったりする

③階段を上るのに手すりが必要

④横断歩道を青信号で渡りきれない

⑤15分間ほど続けて歩けない

⑥２キロ程度（１リットルの牛乳２本）
の買い物　をして持ち帰るのが困難

⑦掃除機の使用や布団の上げ下ろしなど
重い家事が困難

この機会に10月から始まる体力測定会へぜ
ひお越しください。会場など詳しい内容につ
いては、広報と同封のチラシをご覧いただく
か、地域包括支援センターにお問い合わせく
ださい。
◆お問い合わせ先

福祉介護課　地域包括支援センター　
☎３２‐５６００

ＣＡＴＶ筋力アップ体操の放映

自宅でも体操ができるようＣＡＴＶで１５
分間の「筋力アップ体操」を放映しています。
ぜひ、ご活用ください。
・塩山、大和地区

午前９時～、午後４時３０分～
・勝沼地区

午前６時３０分～、午後１時～
午後４時３０分～、午後１１時３０分～

あなたの足腰弱っていませんか？

こんにちは地域包括です【連載２回目】



どろぼう捜査にご協力を
最近は、深夜に民家や店舗に入る忍込みや出店

荒しが多発傾向にあります。また、昼間でも留守
の家に入る空き巣が多く発生しています。
このような事件の犯人を検挙するためには、捜

査に対する市民のみなさまのご理解とご協力が不
可欠です。

■ どろぼうの被害に遭った時には・・
○散らかされた室内などはそのままにしておく。
○泥（足跡）や汚れを拭いたりしない。

被害にあったそのま

まの状態で最寄りの警

察署または交番に通報

してください。

また、犯人は下見す

る、見張りをおく、自

動車を利用するなどす

ることから、『被害に遭

う前や被害の時間帯に

見慣れない人や車を見

た。』といった情報があ

りましたら、警察にお知らせください。

皆様の住む地域を『安全で安心なまち』にする

ため、ご協力をお願いいたします。
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不動産無料相談
■日　時　10月20日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申込・問合先（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

iinnffoorrmmaatt iioonn
温かな善意

ありがとうございました
◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方からご寄付をいただきました。

◎甲州市社会福祉協議会へ
・雨宮眞司さん（竹　森)

◎東日本大震災支援事業へ
・ムサ Ｍ オマルサイード（東京都港区）

お手伝いします
職場でのトラブルの解決

職場内での労働関係のトラブルの解決は、簡

易・迅速な個別労働紛争解決制度（無料）をご利

用ください。

◆お問い合わせ先

山梨労働局総務部企画室

☎０５５‐２２５‐２８５１

※または最寄りの総合労働相談コーナー（甲府、

都留、鰍沢労働基準監督署内）まで、お問い合わ

せください。

全国地域安全運動

警察では、各種犯罪の発生を防ぎ、市民の皆さ

んが、安全・安心を真に実感できる社会を実現す

るため、市役所、自主防犯ボランティア団体等と

連携を図りながら、地域安全活動を展開しており

ます。

こうした活動を皆さんに知っていただくととも

に、市民一人ひとりの自主防犯意識の高揚を図り、

地域安全活動の更なる拡充を願い、１０月１１日

（火）～２０日（木）までの１０日間「全国地域安

全運動」を実施することとし、山梨県では「みん

なで築こう　安全・安心　やまなしけん」をスロ

ーガンに、子どもの犯罪被害、住宅を対象とする

侵入犯罪、振り込め詐欺の被害防止等に重点をお

いた運動を実施します。

地域から犯罪をなくし、安全で安心して暮らせ

る地域社会の実現のため、運動にご協力をお願い

します。
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有料広告



塩山図書館おはなし会
お父さんのおはなし会

■日　時　１１月６日（日）

午前１０時３０分～

■場　所　甘草屋敷子ども図書館

■内　容　お父さんによる絵本の読み聞かせ
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★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/

大和図書館
蔵書点検・臨時開館のお知らせ

１０月４日（火）から１０月７日（金）まで

蔵書点検作業のため休館させていただきます。

また、１０月から３月の開館時間は、午前１０

時から午後５時までとさせていただきます。

利用者の皆様には、大変ご迷惑をおかけいた

しますが、ご理解とご協力をお願いいたします。 勝沼図書館
平成23年度ぶどうとワインの資料展

フットパスで巡る　勝沼のロケ地

～物語を通して見つけるぶどうとワインの魅力～

■期　間　１０月１日（土）～２８日（金）

平成２３年度の勝沼図書館「ぶどうとワイン

の資料展」では、ドラマや映画のシーンに映っ

た勝沼の風景やぶどう畑、ワイナリーなどを紹

介します。図書館員がフットパスで巡り、カメ

ラを通して見つけたぶどうとワインの魅力を楽

しんでいただきたいと思います。

ぶどうやワインを育む産地勝沼は、皆さんの

目には、どのように映るのでしょうか。四季

折々に彩りを変える勝沼の大地を、ゆっくりと

歩いてみませんか。

図書館友の会からのお願い

およっちょい祭り出店用の図書の献本を、塩

山図書館にて受け付けています。ご家庭で不要

になった図書がありましたら、開館時間内に塩

山図書館までお持ちください。

塩山図書館・甘草屋敷子ども図書館
臨時開館のお知らせ

１１月３日（木）は臨時開館をいたします。

なお、塩山図書館の開館時間は、午前１０時か

ら午後５時までとさせていただきます。

勝沼図書館
カムカムフェスタ（図書館まつり)2011
■日　時　１０月３０日（日）

午後１時３０分～

■内　容

・図書館ボランティア「ティンカーベル」によ

るおはなし会

・「まーの・あ・まーの」のおはなし会

・ビッグアニマシオン　など

♪当日、本を借りてくれたお友達は、三角くじ

をひくことができます！

◆勝沼図書館からのお知らせ◆　勝沼図書館では、１０月２９日（土）３０日（日）にブックリサイク
ルを開催します。皆さんのご自宅に、読み終えて不要になった本（週刊誌・雑誌・マンガ雑誌は除く）
がありましたら、１０月１９日～２６日の期間中、勝沼図書館カウンターまで、合計冊数を数えてお持
ちください。（月曜日は除きます。）なお、書き込みや名前が書いてある本・古くて変色したり、汚れ破
損のある本は、ご遠慮させて頂きたく願います。



「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。
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もうすぐ２歳の我が家の王子
様☆ヤンチャで元気に育って
ね！

父・宏さん、母・友里江さん
（菱　山）

我が家のだんご３兄弟はパパ
とママの宝物です！これからも
いっぱい笑ってようね！！

父・元樹さん、母・三奈さん
（赤　尾）

心ちゃんが生まれて、もうす
ぐ４ヶ月だね。パパもママも心
ちゃんの笑顔にメロメロです♡
これからも元気に育ってね！！

父・陽介さん、母・佳奈さん
（上於曽）

煌が大好きな佳暖。だんだん
お姉ちゃんらしくなってきたね。
いつまでも２人仲良く、明るく
元気に育ってね。

父・亨さん、母・美希さん
（上塩後）

元気いっぱい大きくなぁれ！

父・純さん、母・愛さん
（熊　野）

おしゃべりとお歌が大好きな
陽奈。我が家のムードメーカーで
す！いつまでも元気でいてね。

父・孝吏さん、母・留美さん
（熊　野）

沼田
ぬまた

蓮
れん

くん（４歳)

陽菜
ひな

ちゃん（２歳)

宮川
みやがわ

心
しん

くん（３ヶ月)近藤
こんどう

陽奈
ひな

ちゃん（２歳)
雨宮
あめみや

佳暖
かのん

ちゃん（６歳)

煌
こう

くん（５ヶ月)

佐藤
さとう

維吹
いぶき

くん（１歳)
雨宮
あめみや

順聖
じゅんせい

くん（７歳)  詩童
しどう

くん（３歳)

桜弥
さくや

くん（５ヶ月)




